別紙４－２
廃棄物の処理方法
①　回収した××製品の廃材は、○○株式会社において分別・手解体し、保管する。

②　分別された××製品の廃材のうち廃プラスチック類については、○×株式会社に搬送され、分別、破砕・減容の後、プラスチック原料として自社利用される。

③　分別された××製品の廃材のうち基盤については、△△株式会社に搬送され、圧縮の後、銅・貴金属原料として売却される。

④　分別された××製品の廃材のうち銅線（被覆線）・モーターについては、▽▽株式会社に搬送され、分別・破砕の後、一部は銅・貴金属原料として売却され、残りは鉄原料として売却される。
⑤　分別された××製品の廃材のうち鉄材については、鉄原料として売却される。

⑥　分別された××製品の廃材のうちユニット類（非鉄・プラスチック混合）については、□□株式会社に搬送され、分別・破砕の後、アルミ原料及びプラスチック原料として売却される。

⑦　分別された××製品の廃材のうちゴムくずについては、■■株式会社に搬送され、熱回収の後、埋立処分される。
